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（前住議員）  はい。傍聴席にお越しの皆さん、また、インターネット中継で御視聴の皆さんこんにちは。 

６番前住孝行です。先日の 13日若桜町卓球大会が盛大に行われました。数年前から元卓球部

の妻と出たいなと話していたところ、大会運営をされている方と話す機会があり、「一枠空け

とくけえ、出んさい、出んさい。」と言ってくださりました。他にも出たそうなメンバーがい

ましたのでチームをつくり出場させていただきました。 

その大会までにも卓友会さんを中心に４週連続で卓球教室を開催しておられ、たくさんの

    方が卓球で汗をかいておられました。 

大会では団体戦 10チーム、小学生は個人戦もあり、大変にぎやかな大会でした。台や球を

消毒したり、マスク着用のまま試合をしたりと感染防止対策も十分に行っての開催で安心し

て、楽しく参加させていただきました。 

こうして小学生から多世代で組織的にされているスポーツの良い例を見させていただき

ました。スポーツを通して健康や体力をつけることはもちろん、人間関係、仕事の話や地域

の話など地域コミュニティーの役割も担うことができることのすばらしさを実感いたしまし

た。 

他の種目でも同様なことが言えると思いますので大切にしていきたいなというふうに思 

います。 

それでは通告させていただいています３つの項目について順に質問させていただきます。 

医療・介護支援について 
まずは、医療・介護支援についてです。 

コロナウイルス感染症の第三波がなかなか収まりません。本町での発生がないことが幸い

ですが、いつ入ってきてもおかしくない状況です。 

本年６月定例会の一般質問で各分野での新型コロナウイルスの影響について情報交換をお 

願いしたところですが、町内の医療機関や介護施設、福祉施設との意見交換はされましたか。 

また、そこで出た課題をどのように捉えられていますかお尋ねいたします。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。６月の質問以降、新型コロナウイルスの影響について町内の医療施設や介護施設、

福祉施設と情報交換を実施したか、また、その課題をどのように捉えているのかという御質

問でございますが、初めに６月以前の取組から説明させていただきます。 

まず、２月 17 日に包括支援センターが行う事業者ネット若桜において各介護保険事業所 

の利用者に対する感染対策の対応状況やマスク、消毒液の在庫などについての聞き取りをさ

せていただいております。 

その後、４月７日と 13 日に感染対策関係者会議を実施し、今後、感染者が発生した場合  

の対応について意見交換を行うとともに、利用者が２週間程度自宅待機となった場合を想定

し、生活が困難になる方をリストアップ、コロナ感染の影響がない時期から早めに短期入所

の利用をしていただくことを検討するなど、個々の利用者ごとに細かく検討させていただい

ております。 

各事業所との協議を踏まえまして、町としては各事業所に対して感染対策のさらなる徹底

と強化、サービスが可能な限り提供されるよう書面でお願いするとともに、関係機関と連携

を図りながら情報収集や情報提供に努めてまいりました。 

特に連休中は県外の方の往来の可能性が高いことから、連休の１週間前に事業所を訪問し、



利用者の方の情報収集を行っております。 

その後、６月 23 日に各事業所や医療機関を巡回してサービスの利用や受診について、コ 

ロナウイルスの影響はないか、また、マスクや消毒液などの消耗品はあるか、コロナの感染

対策はどのようにされているのかを聞き取りし、再度、10 月 13 日にも同様に事業所を巡回

して聞き取りと意見交換を行っております。 

その上で出てきた課題といたしましては、介護保険施設では緊急事態宣言後５月～６月に

かけて、介護予防事業を中止したことによる収入の減少や県外の家族の往来による通所介護

を自粛された方が数名あることで事業者の収入の減少があったこと、また、医療機関におい

ては内服薬の長期供与を希望されたり、受診を先延ばしにされたりしている方もあり、医療

機関の収入の減少があることや、マスクや消毒液、体温計、アクリル板や空気洗浄機の購入

などで経費がかさんでいることなどがございました。 

これらの課題を踏まえまして、県の実施する介護サービス事業所施設等における感染症対

策支援事業や従事者慰労金給付事業などの紹介や代替サービスの情報提供はもとより、この

たびの 12月補正より、介護予防教室を実施する事業所に対して健康状態、生活ぶりの確認や

利用の際、支援等の取組を支援する補助事業を計上させていただいております。今後も感染

対策を徹底しながらサービスが可能な限り提供していただけるよう、事業所と連携を取りな

がら進めてまいりたいというふうに考えております。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。結構綿密にお願いされたり、意見交換なりされて、関係者会議とかそれぞれ関係し

ていただきたいなというふうに思います。 

私自身も補正予算で医療関係薬局等、感染防止対策支援、感染拡大防止支援っていうのの、

医療の予算化も上げられていますし、個人的にもかかりつけ医の先生にインフルエンザの予

防接種の状況等をお尋ねしたところ、結構、接種率が高いというふうに言っておられて、そ

の辺はやっぱりちゃんと連携が取れているからこそ、執行部も大変だろうなというふうに実

感さしていただいているところです。 

では、次の質問に移らせていただきます。10月８日の総務産業教育民生常任委員会、若桜

町の社会福祉協議会との意見交換会を行いました。そこでも町との意見交換をされているか

っていうふうに尋ねさせていただいたんですけど、数回行っているというふうに聞いていて

安心していたところです。 

議会との意見交換の中では、先ほどの山根議員のところでもありましたが、報酬単価の高

い訪問介護の身体介護は減っていて、生活援助の利用者が増加しているということ。また、

利用者の居住地によってかかる時間や燃料費も増えていることなどの説明がありました。各

事業所の運営が難しくなってきている状況があります。各事業所の負担軽減のために移動に

係る燃料費などの支援をすべきだと思いますが、所見をお伺いいたします。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。訪問介護の生活支援の利用者が増加していることに伴い、利用者の居住地によって

かかる時間や燃料も増えることについて、燃料費などの支援をすべきだと思いますが所見を

伺いますとの御質問でございますが、先ほどの山根議員の質問でお答えしましたが、社会福

祉協議会での訪問介護の生活援助の実態を見ると、平成 27年度の生活援助サービス利用延べ

件数は 150 件であるのに対し、令和元年度は 650 件に増え、約４倍になっております。この

増加の原因といたしましては、平成 29年度から総合事業が開始となり、買い物や調理が困難

となった方が気軽にサービスを受けることができるようになったことが影響していると考え

られます。 



前住議員の御指摘のとおり、利用者の居住地により移動時間がかかり、燃料費も増えるこ

とは必然であります。若桜町の訪問介護事業所は介護報酬１回につき 100 分の 15の特別地域

訪問介護加算が算定できることになっております。しかし、訪問介護事業の収入は５年前に

比べて約３割の減収となっており、全国では約１割の減収となっているほか、県内では経営

不振により廃止した訪問介護事業所も実際ございます。これを問題視いたしました県は令和

３年度の県の新規事業として訪問介護事業所の運営費に対して市町村の支援した額の２分の

１を補助する訪問介護支援サービス事業を予定され、先ほども申しましたけど、これ、予定

されております。町としてもぜひこの制度を活用していきたいというふうに考えておるとこ

ろでございますが、訪問介護は在宅生活の継続を支えるサービスであり、質の高いサービス

を事業所に安定的に提供していただけるように、燃料費に限らず事業実施における課題をも

う一度確認しながら県の事業も活用してサービスの確保に努めてまいりたいというふうに思

っております。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。先ほど、今、県の令和３年度、これまだ、今、決算のほうがまだされてないと思い

ますかど、概要みたいなものっていうのがあるのかもしれませんけど、その概要みたいなも

ので、話せる範囲で、補助率２分の１というのは分かると。分らんかったらいいが。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。担当課長のほうで説明いたします。 

（小林町民福祉課長） はい。失礼します。まだ、県としましてはまだ要求段階でありまして、大枠のとこ

ろの運営費の２分の１というとこまでしか、まだ、決まっておりませんということが現状で

あります。以上です。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。本当にそういった事業が県でも予算化に向けて動いているということ、やっぱり県

なりのところ、事業所に対してもそういったことがあるのかなというふうに思いますので、

本当に有効にさしていただいて、できれば、今後、若桜ということになるような、町長から

もそういう機会があれば言っていただきたいと思いますし、議員としても何かできることが

あったら、ほぼ山根議員の質問にかぶるので次に行きたいと思います。 

（川上議長）  前住議員、暫時休憩します。 

 

暫時休憩 

 

障がい者支援について 
（川上議長）  休憩前に引き続き会議を再開します。前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。では大きな２番の障がい者支援についてお尋ねいたします。 

先ほどの山根議員の一般質問に重なる内容にはなりますが、少し視点を変えての質問をさ

せていただきたいというふうに思います。同じく 10月８日の常任委員会の中で、様々なイベ

ントが中止になっていて、若ざくら作業所の売上も減ってきているということでした。こう

した売上の減が利用者にとっては直に工賃に響いてきます。仕事づくりと、作業所または利

用者に対する支援をすべきだと考えますが所見を伺います。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。新型コロナウイルス感染症を理由とした様々なイベントの中止に伴う若ざくらふれ

あい作業所の減収は作業所利用者の工賃に影響が大きいことから、作業所または利用者に対



する支援をすべきと考えますが所見を伺いますとの御質問でございます。このたびの新型コ

ロナウイルス感染症の影響は各所に及んでおり、若ざくらふれあい作業所も例外ではござい

ません。先ほど山根議員の御質問に対し答弁いたしましたとおり、営業努力をしたにも関わ

らず前年度と同等の収益を上げるには至ってない事業所に対して、町としましても新型コロ

ナウイルスに係る支援として事業収入減収分を補助金として交付する計画をしております。

それで、このたびの補正予算のほうに、これは計上させていただいておりますので、不足し

ております工賃としての御活用をしていただけたらというふうに思います。しかしながら、

新型コロナウイルスは収束を見せておらず、今後の影響は計り知れません。町で行う支援に

も限りもございますので、ぜひ、 

議員の皆様も作業所の製品等の御購入をしていただくなど御協力のほどよろしくお願い 

いたします。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。補正予算のところで就労継続支援事業所支援事業補助金ですけど、というのが上が

っていて、考えていただいているなっていうのは私自身も考えていたんですけど、隣の八頭

町ですけど、１人当たり３万円の特別給付っていうのをされています。そこではなく、この

補助金にされた何か経緯とか、何か理由というか、何かありましたらお尋ねします。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。前住議員が言われましたとおり、隣の八頭町では１人３万円の補助をされておられ

ます。逆に智頭、岩美については何もされておりませんが、やはり取りあえず昨年度の減収

分についてを補足したいと思います。それによって工賃等が昨年どおりの額に戻るんではな

いかというふうな考えで、今回は補助金のほうにさせていただいております。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。若桜町の中にある事業所だということで、そういうふうにされているんかもしれま

せんけど、八頭町からもこの若桜町のふれあい作業所に通われている方があって、八頭町か

ら来ている人は３万円もらっていてというところがあったりするんですけど、そういったの

はもう、どうしようもないということになるんかなというふうに思います。そういったちょ

っとした不公平感というか、いうのが発生しているっていうことは知っておいていただけた

らなというふうに思います。それで、私自身も特別給付がいいかどうかっていうのはどうか

なっていうふうに思っている１人でありまして、これまでの一律 10万円給付ですか、という

のも、本当に個人的にはすごいありがたい事業だったんですけど、ほかのことでもっと有効

に使えることがあったんじゃないかっていうような実は研修を受けてきました。 

それで、そこでこのたび、ちょっと視点を変えるっていったところは、仕事づくりのほう

で何とか支援はできんのかなというふうに思ったところです。 

例えばこんなんはっていうんで、ちょっと事業所のほうに行って尋ねたら、もうやっとる

って言われたんですけど、若桜の特産品であるエゴマ油のビンにシール貼るのとかっていう

のはどうかって聞いたら、それ、敬老会のときにやったって言っていて、でも、敬老の記念

品として一気に仕事が来たときにされたということですけど、そんなんも常時やってもいい

んじゃないかなっていうふうに思ったりもしております。 

また、温水プールの清掃作業とかもやられているんですけど、あの辺もどういう単価でや

っているんかなっていうふうに思ったりもしていて、最低賃金みたいなそういうのが払われ

ているのかどうかっていうのも、また教育委員会を通じて尋ねてみようかなというふうに思

ったりもしますけど、本当、コロナとは関係なくて、僕、もうずっと利用者の工賃の安さに

ついても、すごいちょっと気にかけていまして、県は２万円かいな、２万 5,000 円でしたっ



け、という目標を掲げていて、そこに向けて上げるっていう取組をされているんですけど、

若桜町も、先ほどの一般質問の中で、去年は２万5,000円何がしかっていうことで、２万5,000

円を超えているっていうことで私自身もその辺は把握していたんですけど、今年は２万円切

っているというような状況ですので、何とか安定してそういった工賃が２万円超える、もし

くはもっと多くなるようなことができんのかなというふうに考えています。 

それで、ちょうど卓球大会の参加賞がマスクだったんです。それで、このマスクなんです

けど、ちょうど流行に乗ったマスクで、これがいいって、すぐ取ったんですけど、そういっ

たマスクをみんなが、みんながというか、今ざっと執行部の皆さん、こっちはあれですけど、

見たら白いマスクで、それはそれでいいんかもしれませんけど、何か若桜にちなんだものを

つくっていただけたら、そしたら宣伝にもなるしいいかなというふうに思わせていただきま

した。何かいろいろしゃべりましたけど、そのこと全体を含めてちょっと何か所見がありま

したらお願いします。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。前住議員の御提案でございました。まず、若桜にちなんだマスク、ぜひこれは作業

所のほうに進めていただきたいと。できましたらその購入とか、販売については町のほうが

またいろいろ御相談を受けたいと思います。やはり一番根本的な就労者の工賃の問題でござ

います。やはりどうしても安いという中で、できるだけ多くの仕事を町のほうから御提案さ

せていただきたいと、少しでも工賃上げていただきたいという思いは一緒でございますので、

こういうのはどうだというような御提案等々ございましたら、またぜひ教えてやってくださ

い。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。一生懸命考えたいというふうに思いますので、なるべく採用していただけたらとい

うふうに思います。 

ＡＩ、人工知能の導入について 
では、次に移りたいというふうに思います。大きい３番ＡＩ、人工知能の導入についてで

す。 

毎年、全国市町村国際文化研修所、通称ＪＩＡＭといっておるんですけども、その研修の

案内をいただいております。なかなか希望のテーマと日程が合わず参加できずにいました。

それで、本年度はオンラインでの参加が可能ということでしたので、第２回市町村議会議員

特別セミナーに参加いたしました。その講義の中で「地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの導

入と今後の展開」と題して早稲田大学の政治経済学術院教授の稲継裕昭先生の講義を聞きま

した。総務省が行ったＡＩ・ＲＰＡの実証実験導入状況調査というのでＡＩについて 2018

年 11 月現在で市町村は 14％が導入予定、検討中が 28％でしたが、本町はどうような回答を

されましたかお尋ねします。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。総務省が行った 2018 年 11 月時点におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験導入状況調査に

ついて本町はどういう回答をされましたかという御質問でございます。お尋ねの調査は平成

30 年 11 月及び令和２年２月に総務省情報流通行政局地域通信振興課と自治行政局行政経営

支援課が実施した地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの実証実験導入状況等調査だというふう

に思います。この調査についてございますけども、やはりＲＰＡであったり、ＡＩという人

工知能をいかに活用していくのかっていうものが大きな課題になっておりまして、それにつ

いての市町村の各自治体の取組についての調査でございます。それで、導入状況の設問とい



たしましては導入済みなのか、導入予定なのか、検討中なのか、まだ導入予定もなく検討も

していないのかなどの項目の中で若桜町としては導入予定もなく、検討もしてないというそ

の時点ではそういう回答をさせていただいております。回答の趣旨といたしましては鳥取県

と県内 19市町村で構成される鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会において、ＩＣＴに関連

する様々な分野で部会が設立されており、ＡＩ・ＲＰＡの分野においても、本年度より検討

部会が設立されております。そして先進地の事例や県内自治体の取組状況等が報告され、今

現在は情報収集を行っておるような段階でございます。それで現時代においてあくまで検討

段階であり、本町としてどの分野で導入を進めるかなどの方向性がまだ明確に固まっていな

いことから、先に述べた回答というふうになっておりますが、今後やはりこの導入について

かなり多くの市町村のほうで、今、導入事例も出てきておりますので、そういうものを参考

にしながら検討はしてみたいというふうに思っております。 

（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。私もこの研修はオンラインとはいえ、ほんとにコロナ禍でなかなか県外の研修とか

に出れず自粛している者としては全国的な取組を知るとてもよい機会になったなかというふ

うに思います。それで、その自治体の活用事例というところで、愛知県東郷町で実施されて

います音声書きお越しソフトによる会議録作成というのや、スマホみたいなもので道路を撮

影して道路の亀裂を検知する千葉市の道路管理、「ちばレポ」というもの。 

また、岡山県の和気町でも全国の移住希望者が 24 時間いつでも町の情報を得られるＡＩ 

を導入されていられることなどが上げられました。全国的にこうした行政サービスの効率化

が図られており、本町でもＡＩを導入すべきだと考えますが町長の所見を伺います。 

（川上議長）  答弁を求めます。矢部町長。 

（矢部町長）  はい。行政サービス効率化のため、ＡＩを導入するべきと考えますが町長の所見を伺いま

すとの御質問でございますが、ＡＩ・ＲＰＡ等のシステム導入についてですが、近年では都

道府県や指定都市の多くで導入が進められておりますが、市町村では導入はおろか検討すら

進んでいない自治体も多くあります。その理由の主な要因として全国的に導入事例が少ない

こと、どのような業務や分野で活用できるかが不透明であること、導入コストが高額である

ことなどが上げられております。本町においても同様の課題を抱えておりますが、御質問に

ありますようにＡＩ等により効率化が図られている業務もありますので、検討の必要性は感

じているところでございます。 

しかしながら、まずは導入効果や目的を明確にすることが大切であると考えますので全国

の先進事例やＲＰＡ・ＡＩ検討部会での検討内容等を参考にしながら必要性や目的を明確に

し、また、初期投資やランニングコスト、職員の作業量等も考慮した上で費用対効果を勘案

しながら検討していきたいというふうに思っております。先ほど前住議員の言われました岡

山の和気町の場合についても移住定住にこのＡＩを活用してチャットボットを使っていろい

ろ 24時間対応の質疑応答ができるようなものをつくっておられます。しかしながら、やはり

つくっていく上で、これは勝手にロボットがするものではないので、その中に様々な問答集

であったり、情報を入れていく必要がございますので、その業務的な量がどれくらいあるの

かっていうようなものもやっぱり考えていく必要があると思いますし、また、最近では全国

で婚活アプリでございます。これがほんとにＡＩを使ったマッチングアプリ、これがすごく

広がっております。それでこの活用事例のほうも効果があるとこ、またないとこなど様々な

ものが出てきておりますので、そういうものについてもぜひいろいろ情報を集めながら県の、

これは市町村でやるよりやはり県でやっていただくべき案件でないかなというふうに思って

おりますので、ぜひそういうことも進めてまいりたいというふうに思います。 



（川上議長）  前住孝行議員。 

（前住議員）  はい。町長の答弁にありましたとおり、やっぱり初期投資がどれくらいかかるんだという

ところや情報を入れるのの作業的なことのそこら辺でやっぱりなかなか引っかかるかなとい

うふうに、それも私自身も実感しております。その中でほんとにまず手軽に取り組めそうだ

なっていうのを紹介していただいておりまして、今、先ほど言った中の「ちばレポ」ですか、

道路管理のものなんですけど、ほんとに、つい、スマホみたいなんでちょっと写していくん

ですけど、それをただ写しとるだけで、もう亀裂を見て何か検知して、それで、赤い色がつ

いたりとか、緑とか、黄色とかみたいなんがついて、多分数値化されるんじゃないかなとい

うふうに思います。それで、どこの位置がどうだっていうのも分かるし、それが何かどっか

の大学と連携してつくられとるということで、年間 10万円でということを言っておられまし

た。なので、それもそんなに初期費用もそんなにかからずできるんかなというふうに思いま

す。 

それで、例えば若桜学園の前のちょうど半分亀の甲みたいになっておるんだけど、変えて

ほしいということをあの手この手で担当課に言い続けてもなかなか修繕してもらえんのです

けど、こういった数値化されれば、あと何箇所かした後には直しますよというような順番が

分かってくれば、町民としてもああ３年後には直してもらえるかというふうに思って納得し

ますので、何かそういった担当課長は要望があったらすぐ直すって言ってくださっとったん

ですけど、僕の要望は多分通じてないみたいですんで、前々課長の辺から言っておるんです

けど、なかなか議員の力もないのでちょっとこういった公の場でさせていただきました。そ

ういったものもありますので、何とか手軽なものから活用していただけたらなと思います。 

では次に移ります。３番目です。こういったＡＩの社会が進むと人と関わる仕事や想像力

の仕事は残っていくということでしたけど、ＡＩやロボットが大体可能になる職種も増えて

くるということでした。こうしてＡＩの活用が進むとどういう人材が求められるか、どうい

う教育をしていくべきか考えてしまいました。本町の学校教育がＡＩでは対応できない分野

での人材育成が必要だと考えますが教育長の所見を伺います。 

（川上議長）  答弁を求めます。新川教育長。 

（新川教育長） はい。本町の学校教育がＡＩで対応できない分野での人材育成が必要と考えるが、教育長

の所見を伺うということでございました。オックスフォード大学などの調査結果によります

とＡＩやロボットなどの活用により今後 10 年～15 年先には約半数の人の仕事がなくなる可

能性があるということが言われております。もちろんこれが現実になるかどうかはまだ未知

数ですが、学校教育においてこれから未来社会を切り開いていくための学習基盤となる資質

能力を確実に育成するため、ＡＩの導入やＩＣＴ活用を様々な場面で進めていく必要がある

と考えております。ＡＩは多くのデータを知識として瞬時に集積するため、人がするよりも

効率的に業務を遂行することや単純作業など自動化されると生産性が高くなる分野などの職

業が人に取って代わることが予測されています。このため、学校教育ではプログラミング教

育などの発達段階に応じた情報活用能力の育成と知識の理解の質をさらに高め、確かな学力

を身につけさせていく必要があります。 

若桜学園では現在進めている１人１台のタブレット端末を効果的に教育活動に取り入れ 

ていくことを考えています。ただし、それはフェースツーフェースで児童生徒が相互に考え

を出し合っていく場面を減らすことではなく、そういったこれまでの取り組んできた共同学

習のよさを再認識した上で一人一人の学習状況に応じた個別学習など、学習場面に応じて使

い分けていくことが人づくりとして大事な視点であるというふうに考えております。 

また、本年度から小学校で新学習指導要領が全面実施となり、令和３年度の中学校、令和



４年度の高等学校と年次進行で実施される学習指導要領においては、学校ＩＣＴ環境整備と

ＩＣＴを活用した学習活動の自立について明記されております。特に情報活用能力が学習の

基盤として位置づけられたことにより、児童生徒のＩＣＴ活用は全ての時間ではありません

が必然となりました。中でも小学校のプログラミング教育は必修となり、プログラミング的

思考を育成する学習を各教科の中で取り入れることとなっております。 

このプログラミング教育については論理的思考を育むという狙いや簡単なプログラミン 

グの体験を通してコンピューター等を上手に活用して問題解決をする態度を育てるという狙

いがあります。児童生徒が相互に言語活動を通して深めていく学習教育活動に対し、プログ

ラミング教育はデジタル言語で支持を出していく言語活動を行います。このような言語活動

はどちらも大切な教育活動であると考えています。ＡＩが対応できない分野の職種は対人関

係に関わるものが多く、人との関わりを大切にした学習を積み上げてこなければ人材は育た

ないものと考えております。したがって、ＩＣＴ活用と人同士が関わり合う活動をバランス

よく取り入れた教育課程を実施することがこれから先の時代を支えていく人材育成につなが

るものというふうに考えております。 

（川上議長）  前住孝明議員。 

（前住議員）  はい。フェースツーフェースのところと、あとプログラミング教育ということで教育長の

答弁いただけたというふうに思います。私自身も教員をやっていたというようなあれで、や

っぱり普遍的な教育も変わることのない教育とやっぱりその社会に合わせた教育っていうの

が必要だろうなというふうに思っているところです。その社会に合わした教育ということで

プログラミング教育とかというようなところで、多分プログラミング教育のほうは多分使う

側、その機械とかを使う側の操作とかの教育にもなるんかもしれませんけど、やはり講義の

中でも言われていたのは人と人とのという、教育長の答弁にもありましたフェースツーフェ

ースのところの職種というは残るのでそういったところが重要だろうなというふうに思った

ところです。 

私自身も保護者ですので、どういう子どもにどういうふうに声かけしていいのかっていう

ところでもあるんですけど、そこら辺も学校教育、学校ってしっかりしているので大丈夫だ

っていうような安心感も感じていただけたらというふうに思うところです。それで、若桜学

園の教育目標というのをちょっと調べさせていただいたら、やっぱり「若桜を愛し、つなが

り、高め合い、自己実現を目指すたくましい子どもの育成というようなところで、その中で

もつながる子」っていうところで周りの人と積極的に関わろうとする表現力やコミュニケー

ション力ていう、そのコミュニケーション力っていうのはやっぱりその講義の中でも言われ

ておりました。そういったところがかなり重要となってくるんかなというふうに思ったとろ

ことです。それで、また、中でも調整力ということも言っておられてこの辺はなかなか難し

いところかもしれませんけど、いろんなところで極端ではなく、ほどよいところのところで

いくというか、そういったところも大事なんかなというふうに思いました。なかなかこれか

らほんとにＡＩやＲＰＡとか、ほんと激動の社会になるんかというふうに思っていて、若桜

学園の子はそこにもしっかり対応できるということで安心して通わしていきたいなというふ

うに思っております。 

ほんとにこの令和２年というのは激動の年だったというふうに思います。世界的にコロナ

ウイルス対策に追われた年となりました。なかなか人と関わる機会が持てない状況ではあり

ますが、この人とのつながり、ある人は、心は密にというようなことを大事にしましょうと

言われておりました。全くそうだなというふうに思っております。この難局をみんなで乗り

越えていきたいなというふうに思います。本日はありがとうございました。 


